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学校と保護者と地域と行政が連携して、犯罪が
起きやすい下校時の子どもの安全を見まもる
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北部生徒指導連絡協議会

各校区の安全パトロール

ＰＴＡ地区委員会

小学校・中学校

羽島市少年センター
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警察 関係諸機関
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すばやい対応 予防

安全の確保 安心
情報を共有
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▼背景 都市化と低下する地域の力
・全国各地で急激な都市化、国際化、核家族化により発生する犯
罪や子どもに対する危険な事例は多種多様に

・核家族化が進んだことにより地域の力が相対的に落ちる

▼問題解決

子どもを守る瞳と足音があふれる街をＩＣＴがサポート
・これを解決するためには地域力を活性化して、子どもの安全を見
守るための活動に多くの人が連携して活動

・e-みまもり隊はＩＣＴで人の活動に段取りを
・e-みまもり隊は手のひらにあるケータイでボランティアの背中を少
し押す

▼現場の課題を常にフィードバック
・e-みまもり隊は現場で発生した課題を常にフィードバック



学 校

家庭・地域・学校・羽島市

が協力して見守る 保護者のひとみ
●07/04/11 17:11
●emssys-****@first.net
●ｅ－みまもり隊
――――――――――――
・見まもりポイントＢ－４
・出動回数 ３４回

口コメント ▼ ▲
□元気よく挨拶ができた
■時間どおりに帰れた
□なかよく帰れた

戻る 返信

連帯 参加 安心



日常の流れ

下校確認
1

児童の下校を
確認。

下校メール送信
2

教頭・教務主任
等が当番・保護
者に下校メール
を送信。

下校メール受信
3

１年生が帰宅します。
午後１時に学校を出ます
当番およびお迎えできる
方は返信をお願いいたし

当番・保護者が下校メールを受信。

見守りポイント連絡
4

１年１組
山森花子
見守りポイントA1   出動

送信

担当する見守りポイントを連絡。



担当者が決まった青色の見守りポ
イントは緑色の安心マークに変化。

見守りMAP例

見守りポイントのケア
6

担当者が決まって
いない見守りポイ
ントに出動。

見守りポイントへ
出動・報告

6

見守りポイントに
出動。
活動報告を行う。

確認・出動数のカウント
5

安心マークを確認
したり、出動を
カウント・記録。



登録・設定

▼学校 （教頭・教務主任等の連絡主体）
・下校時刻の連絡文等の定型文を各種用意

・年間の下校時間をあらかじめ設定

・学校側が作成したデータを流し込む

・１週間分の下校時間をあらかじめ設定、送信可

▼利用者（当番と保護者）
・当番は携帯電話のアドレス等を携帯電話で登録

・登録希望の保護者は携帯電話のアドレス等を携帯電話
で登録

▼システム管理者
・サーバに帰宅コースと見守りポイントを設定

・サーバに学年・組・帰宅コース等のグループを設定



運用形態等

▼ＡＳＰ（サーバを利用したサービスの提供）と
セキュリティ

・データセンターを利用

・ＳＳＬに対応

・当システムで扱う個人情報に関し学校は管理にノータッチ

▼年次更新

・年度末にすべてのユーザデータを一括消去して、年度初
頭に再登録を行う



特色等
▼評価のチェックフラグ
・見守り活動終了時、携帯電話で評価のチェックフラグを立てる

( 定型文用意 例：挨拶がよくできました ) 
・当番や保護者は「分」雇いガードマンの立場から教育者的な立場
にアップし、有効性感覚を実感

▼出動数のカウントとやりがいの励起
・当番や保護者は出動数に応じて表彰

・「学校通信」で評価内容を紹介

▼見守りＭＡＰの確認
・隣接する校区など複数の校区を一覧可能とする

▼活動の記録とＰＲ
・出動などの日常の活動は自動的に保存・集計

・上記集計結果を実績として、関係者や外部に公表



その他の機能

■緊急連絡メール

■子ども１１０番稼動管理
・子ども１１０番の家庭は携帯電話で子ども１１０番として
の受け入れＯＫを学校に知らせる
・学校では子ども１１０番の場所と稼動状況を自動で一覧


